
1．はじめに

人体の最外層を占める皮膚は，美容上重要な器官である。と
くに女性の顔面皮膚が美容の最大のターゲットとなっており，
若々しく美しい顔の皮膚を保つことが大きな関心事である。皮
膚は生体内と外部を分ける境界としての重要な機能（バリア機
能）を果たしている。皮膚最外層である角層のバリア機能が損
なわれると，体内の水分が損失して乾燥しやすくなり，体外か
らの異物が体内に入ることにより感染症になりやすくなる。ま
た，その結果として表皮の増殖異常による肌荒れが引き起こさ
れる。肌荒れにより肌が乾燥してカサカサするため，美容上の
美観が損なわれる。
この皮膚の基本機能の測定には，機器計測による数値パラ
メーターが一般的な指標として用いられている。角層バリア
機能の指標としては，「経皮水分蒸散量（trans-epidermal water 
loss；TEWL）」が用いられる。経皮水分蒸散量は，皮膚から

蒸散する水分量を測定するもので，この値が低いほど，角層
バリア機能が高いことを意味している。経皮水分蒸散量は，
Tewameter®（Courage＋Khazakaドイツ）やVapoMeter®（Delfin 
technologiesフィンランド）などの測定機器により計測される。
また，角層水分量の測定は水分量により角層の電気抵抗が変

化することを利用し，インピーダンスやキャパシタンスを求め
ることによって数値化される。角層水分量を測定する機器とし
ては，Skicon®（アイ・ビー・エス㈱）やCorneometer®（Courage
＋Khazakaドイツ）などが挙げられる。
これらの機器は，いずれも皮膚上の一点での値を数値で示す

ものである。数値を絶対値として比較できる利点がある反面，
二次元で皮膚全体を観察することが難しいという欠点がある。
そこで，角層バリア機能や角層水分量を可視化して面で観察す
る方法が求められてきた。本稿では，角層バリア機能と角層水
分量を可視化して二次元で示す方法について解説する。

2．フルオレセインナトリウムを用いた 
角層バリア機能の可視化

角層バリア機能は，皮膚の内外での物質の移動を遮断する機
能のことで，角層の細胞間にある脂質が重要な機能を果たして
いる。一般的な角層バリア機能の指標である経皮水分蒸散量
は，皮膚から蒸散する水分量を測定した値で，皮膚の内側から
外側への水分の移動を測定している。角層バリア機能は皮膚の
内側から外側への物質の移動だけではなく，外側から内側への
物質の移動に対しても重要な働きをしている。蛍光物質である
フルオレセインナトリウムを用いた可視化法では，皮膚の外側
から内側への物質の移動を観察する手法である。対象となる皮
膚表面にフルオレセインナトリウムを塗布した後で，皮膚を蛍
光ビデオマイクロスコープで観察することにより，角層内部へ
と浸透したフルオレセインを観察して可視化する。
フルオレセイン（C20H12O5）は分子量332.3の蛍光物質であ
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要　　　　旨

「角層バリア機能」と「角層水分量」が高い状態にあることが美容分野において美しい皮膚の要件とされている。通常これらの皮膚
パラメーターは数値データとして機器測定するが，これらの測定方法では点での測定に限られており，可視化して二次元で観察する
ことができない。近年，「角層バリア機能」はフルオレセイン塗布した皮膚を蛍光マイクロスコープで観察することにより，また「角
層水分量」は近赤外（NIR）カメラにより可視化することができるようになった。これらの可視化技術により二次元での皮膚計測が
可能になり，皮膚状態をより詳細に把握することが可能になった。
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